
 平成２８年 春の鎌倉探訪のご案内  

第１１９回 鎌倉権五郎景政・小田原北条氏ゆかりの郷 

村岡をたずねる 

開催日 平成２８年５月３１日 （火） 

集 合  午前１０時３０分  JR 大船駅 南改札前（ルミネ前） 

コース JR 大船駅・湘南モノレール大船駅～モノレール→湘南深沢駅→古舘橋→村岡一族の墓→ 

宮前御霊神社→鎌倉古道上の道→弥勒寺→天嶽院→村岡城址公園→高谷市民の家 

（昼食）→日枝神社→二伝寺→久成寺バス停～バス JR大船駅 （１５：３０頃解散）    

ポイント 今まであまり行った事がない鎌倉と接する藤沢を訪ねます。頼朝以前の鎌倉を象徴する

鎌倉景政が活躍し、又、小田原北条氏に関わりのある村岡の地を歩きます。天嶽院は北条

早雲創建で壮麗なお寺です。二伝寺は小田原北条氏の主要拠点・玉縄城の砦の一つに造

られており鎌倉時代以前から関東で活躍していた坂東八平氏の祖である平良文の塚があ

ります。 

主な見どころ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込期限 ５月２０日 （金）までに同封の「参加申込書」または FAX ０３-６２４０-９３８２まで。 

 参加費１，０００円（内ガイド料 500 円）ご夫婦の場合は２人で１，５００円。 

 ガイドは NPO 法人鎌倉ガイド協会員です。 

 軽装にて、昼食や飲み物は各自ご持参下さい。 

 小雨決行。 

 照会連絡先 山鹿 素雄  電話 045-322-5006  携帯 090-8438-6548 

古 舘
こ だ て

橋
ばし

：鎌倉古道の柏尾川にかかる橋で、鎌倉の入口を守護した場所と考えられ、 
平良文の孫が館を構えていた。 

宮前
みやまえ

御霊
ごりょう

神社
じんじゃ

：天慶三年（９４０）に平良文が京都から御霊神社を勧請し、後に鎌倉 
権五郎景政が合祀された。村岡地区の総鎮守で県下に１６の分社がある。 

鎌倉古道「上
かみ

の道」：鎌倉からの上野・下野・信濃方面に通ずる鎌倉街道の一つ。 
（外に中の道、下の道がある）御霊神社の裏参道に面影を残している。 

弥 勒 寺
み ろ く じ

：日蓮宗。創建１２２６年。開基北条泰時。泰時が父義時を弔うために創建 
した。新田義貞の鎌倉攻めの際、消失したが１５７３年再建。 
禅宗から日蓮宗になった。 

天
て ん

嶽 院
がくいん

：曹洞宗。創建１４９５年。開基北条早雲。頼朝が伊豆挙兵後、房総半島から 
鎌倉入りをする途中に大願成就を祈願したとされる不動院を前身とする。 
その後北条早雲が曹洞宗に改める。現在の山門は水戸光圀の建立とされる。 

村岡城址公園：村岡城は９２３年京都から東国に下った平良文が居を構えたところ。
早雲が玉縄城を築城するときここを支城の１つ（高谷砦）とした。 

日枝
ひ え

神社
じんじゃ

：「祭神」山王大権現（大山昨
おおやまくいの

神
みこと

）。平良文が京より屋敷の守護神として 
大山昨神を勧請したと伝わる。その後１４２０年に現在地に移る。 
そのおり平良文の霊を合祀したという。 

二
に

伝 寺
で ん じ

：浄土宗。創建１５０５年。開基北条氏時。玉縄城を北東に見る位置にあ 
り、交通軍事上の要衝であり、砦（二伝寺砦）が築かれていた。平良文・
忠光・忠道三代の塚や江戸初期の玉縄領主松平正次一族の墓がある。 

★お願い ペットボトルキャップ・書損じはがき、使用済み切手があれば、多少にかかわらずご持参下さい。 


